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統
一
地
方
選
挙
ま
ち
か

　
第
九
回
の
統
一
地
乃
選
挙
か
目
前
に

迫
レ
）
ま
し
た

　
今
回
の
統
一
選
挙
は
、
今
後
の
地
力

自
治
の
基
盤
と
な
る
大
切
な
選
挙
て
あ

）
、
ま
た
私
た
ち
の
く
ら
し
に
直
結
し

た
重
要
な
選
挙
げ
、
す

　
こ
の
こ
と
を
有
権
者
全
員
か
深
く
認

識
し
、
義
理
や
人
情
、
買
収
、
人
に
頼

ま
れ
て
投
票
す
る
と
い
う
㍉
、
・
た
な
h
選

挙
を
な
く
し
、
自
分
の
判
断
、
自
分
の

考
え
て
卜
い
の
な
い
一
票
を
目
し
る
フ

ェ
ア
な
選
挙
に
つ
と
め
ま
し
レ
｝
う

町
長
選
挙
て
立
会
演
説
会

　
町
長
選
挙
で
は
、
直
候
補
君
か
二
名

以
上
の
と
き
は
・
）
会
漬
説
会
を
行
う
予

定
て
す
．

　
候
補
者
の
公
約
、
抱
負
な
と
を
し
か

に
聞
い
て
正
し
い
公
n
な
選
挙
て
、
私

た
ち
の
首
長
を
選
び
ま
し
ょ
う

　
立
会
演
説
会
の
日
程
、
会
場
は
決
ま

り
次
第
ポ
ス
タ
ー
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
町
内
一
ハ
」
ノ
所
で
、
隔
十
後
一
時
ゴ
十
分

と
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
の
二
回
二
分

け
て
開
く
予
定
で
す

投
票
と
選
挙
人
名
簿

　
と
の
逮
挙
に
お
い
て
3
。
そ
う
で
す
が

選
挙
権
か
あ
っ
て
も
遮
挙
人
名
簿
に
浮

録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
投
票
す
る
こ
と

か
て
》
・
・
ま
せ
’
。

　
今
回
の
統
一
地
方
逮
挙
て
使
わ
れ
り

越
挙
人
名
簿
ば
、
毎
年
九
月
に
整
備
き

れ
る
「
走
時
弩
録
名
簿
一
と
選
挙
か
行

わ
れ
る
と
き
こ
整
備
き
れ
る
一
遺
制
時

啓
、
録
名
簿
一
1
、
双
ノ
録
》
・
・
れ
た
名
簿
か
使

わ
れ
ま
す
．

　
こ
の
名
簿
こ
鞍
懸
山
・
・
れ
る
人
は
、

　
1
口
本
国
民
’
、
あ
る
　
Σ
年
令
か
二

十
歳
以
ト
て
あ
る
（
3
、
本
町
の
住
民
基

本
台
帳
こ
記
載
二
、
、
れ
、
親
仁
㍉
・
二
．
か
月

以
一
6
．
所
か
あ
る

　
こ
と
か
条
q
二
な
り
ま
す

　
今
回
の
越
挙
に
お
ゆ
，
⇔
　
送
挙
時
淫

録
＝
の
基
準
日
と
名
簿
に
貫
録
斗
・
、
れ
る

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
煽
て
す
、

、
県
知
事
。
県
議
会
議
員
選
挙

　
基
準
日
か
一
」
月
見
、
一
日
て
す
の
て
、

昭
和
三
十
四
年
四
月
九
日
ま
て
に
生
ま

れ
た
人
と
、
昭
和
f
十
「
任
十
一
．
月
牙

．
一
日
ま
て
に
ρ
民
基
本
台
帳
に
記
職
一
鴫
h

、
し
，
一
　
＼
ひ

オ
♪
’
ノ

［
町
長
・
町
、
峨
会
議
員
選
挙

　
基
準
日
か
四
月
三
日
に
な
う
ま
す
の

’
、
、
昭
和
ゴ
．
一
四
年
四
月
二
t
一
．
日
ま

て
に
生
ま
れ
た
人
と
、
昭
和
五
チ
四
佳

一
目
一
日
ま
て
に
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
た
人

　
し
た
か
’
．
て
、
恥
年
九
月
の
定
時
孤
，

録
の
と
》
、
・
ま
て
に
幣
信
｝
、
h
れ
た
人
と
、

今
回
の
単
寧
時
政
口
，
録
て
終
録
胃
・
、
れ
た
人

て
引
続
｝
、
県
内
二
仁
所
を
角
し
て
h
ろ

人
は
県
知
事
・
県
議
会
義
貝
、
遮
挙
に
、

町
内
｝
ト
ハ
げ
所
’
甲
　
ム
U
㍗
し
’
」
h
〃
つ
人
↓
ひ
町
一
云
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．

　
　
　
　
き
れ
い
な
選
挙
を

　
今
回
の
統
一
地
乃
選
挙
は
、
今
後

四
年
間
の
地
方
行
政
を
託
す
る
わ
れ

わ
れ
の
代
表
を
逮
ふ
、
身
近
か
て
大

切
な
遮
挙
て
す

　
逮
挙
ま
、
公
明
、
適
正
て
な
博
，
れ

ぽ
な
・
つ
な
h
こ
と
は
言
う
ま
て
も
あ

う
ま
そ
ん
　
民
主
政
治
を
守
る
た
め

に
は
、
そ
の
基
盤
て
あ
る
選
挙
を
き

れ
い
こ
し
、
こ
れ
に
令
か
か
か
・
？
、

い
よ
う
に
す
る
こ
と
か
第
一
の
要
僧

九
と
思
い
ま
す

　
h
つ
の
選
挙
に
お
い
て
も
、
金
の

か
か
ら
な
い
｝
、
れ
い
な
選
挙
か
山
．
・
ナ

ぼ
れ
な
か
ら
、
金
の
か
か
）
す
y
、
・
る

こ
と
に
世
論
の
き
ひ
し
h
批
判
か
そ

の
た
び
に
な
き
れ
て
い
ま
す

　
こ
の
玉
、
の
、
）
し
い
批
判
に
対
し
、
遮

挙
を
き
れ
h
に
す
る
象
る
h
統
一
地

方
選
挙
拍
進
協
議
会
か
、
三
な
い
運

動
（
贈
ら
な
い
。
求
め
な
い
・
受
取

●
　
し
　
o
レ
　
し
　
く
　
◎
・
　
‘
　
’
　
　
　
「
　
’
　
　
∂
・
　
　
　
‘
、
　
　
p
　
」
、
　
　
し

す　・

　町
　議
　会
　議
　員
　選
　挙
　て
　投
　票
　な
　　ミ

　　柔

投
票
用
紙
と
投
票
順
序

　
投
票
は
、
⊥
ノ
か
所
の
投
票
所
て
行

も
れ
ま
す
　
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時

か
ら
誓
後
六
時
ま
て
て
す
か
、
寺
迫
小

学
校
体
育
蝕
、
長
崎
集
会
所
、
越
表
地

区
生
石
改
善
セ
ノ
タ
ー
、
F
渡
川
集
会

所
の
四
投
票
所
エ
、
閉
粕
、
時
刻
か
事
後

土
時
二
緑
ー
ー
｝
ら
般
て
、
玄
す

．
ζ
’
9
　
。
ノ
」
　
．
・
）
、
　
％
　
、
し
・

　
若
藤
寅
男

　
ら
な
い
）
を
展
開
し
て
h
ま
す

　
　
昭
和
五
ナ
年
の
公
職
選
挙
法
改
π

　
の
大
き
な
柱
の
一
っ
て
あ
る
一
焦
付

　
　
の
禁
止
」
は
、
改
高
訓
三
佳
を
経
過

　
し
た
今
日
で
も
ま
セ
ト
分
に
周
知
し

　
て
い
な
い
き
ら
い
か
あ
、
ま
す
か
、

　
あ
・
つ
た
め
て
法
律
改
五
の
趣
旨
を
考

　
え
「
三
な
h
運
動
　
を
展
開
し
て
、

　
政
覚
、
飯
補
者
ま
、
自
ら
か
姿
勢
を

　
π
し
選
挙
の
ル
ー
㍗
を
障
る
と
と
も

　
こ
、
一
人
の
違
曳
者
も
出
す
こ
と
な

　
ノ
＼
明
る
い
き
れ
い
な
選
挙
を
行
う

　
よ
う
望
み
ま
す

　
　
最
後
に
お
願
い
し
た
、
廟
の
は
「
、
棄

　
権
防
ぽ
」
て
す
　
投
票
総
参
加
に
よ

　
　
’
ノ
て
、
私
た
ち
の
ロ
志
を
地
乃
自
治

　
に
k
映
さ
せ
る
た
め
に
、
せ
”
、
）
買
甲

　
な
］
票
を
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
と

　
田
ひ
い
ナ
“
詣
暑

　
　
　
（
町
選
挙
管
琿
委
員
会
委
員
長
）

・
9
く
‘
．
㌦
で
’
　
嘔
・
’
，
　
　
・
し
　
し
・
ト
　
し
C
層
し
（
’
　
り
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投
票
所
の
人
場
券
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の

選
挙
前
こ
組
合
長
を
通
し
て
配
布
き
れ

ま
す
か
、
も
し
丁
も
と
に
届
か
な
い
人

よ
、
越
挙
管
理
委
員
会
ま
て
連
絡
し
て

く
セ
き
い

　
投
票
用
紙
ぽ
同
時
．
越
挙
の
た
み
、
昆

乱
を
三
一
よ
う
に
次
の
・
長
？
、
巴
分
．

か
し
て
あ
》
ま
す

　
県
知
事
白
地
に
里
字
印
刷

　
県
議
会
議
貝
　
桃
色
地
こ
一
字
印
刷

　
岡
　
　
　
長
　
白
地
に
甲
影
印
畷

　
町
議
会
議
，
員
　
自
地
に
赤
字
印
刷

　
投
票
の
順
宇
は
次
の
と
お
う
て
す
．

　
　
県
の
送
挙
　
知
事
　
v
県
儀

　
　
町
の
選
挙
　
町
長
　
　
〉
町
議

　
開
票
は
、
町
議
会
議
場
て
午
後
七
時

十
分
か
ら
始
め
ま
す
．

　
開
票
所
か
せ
ま
い
た
め
、
町
の
遮
挙

て
は
開
票
所
内
の
参
観
人
を
五
十
人
に

制
限
し
ま
す
。
こ
の
人
場
券
は
、
各
区

の
選
挙
人
登
録
者
数
に
試
し
て
、
区
長

を
通
し
配
布
す
る
予
定
て
す
。

不
在
者
投
票
制
度

　
旅
行
や
病
気
な
と
て
投
票
日
に
投
票

所
て
投
票
て
き
な
い
人
は
、
投
票
日
の

前
日
ま
で
投
票
す
る
こ
と
か
て
玉
、
＝
Q
「

不
在
者
投
票
．
の
制
匿
か
あ
り
ま
す
の

て
、
棄
梅
す
る
こ
と
な
く
こ
の
制
度
を

悪
用
し
て
く
た
き
い
．

　
投
票
は
、
告
示
の
日
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
’
、
、
毎
日
午
前
八
時
．
．
十
分
余

ら
㌔
後
ゐ
時
ま
ド
、
越
挙
管
理
委
員
会
て

行
う
こ
と
か
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
不
在
者
投
票
の
て
㍉
、
・
る
指
走

柄
院
や
、
施
設
に
入
っ
て
い
る
有
権
者

は
、
不
在
者
投
票
魯
［
理
者
て
あ
る
施
設

な
こ
の
長
に
申
し
出
れ
ば
、
そ
の
施
設

の
中
’
、
不
在
者
投
票
か
て
・
く
る
二
と
こ

’
餌
’
ノ
て
h
斗
ヌ
す

責
任
あ
る
「
票
を

　
今
回
の
町
長
・
町
議
の
選
挙
で
立
候

補
者
か
使
用
で
き
る
法
定
運
動
費
用
は

気
長
選
挙
て
、
百
一
万
六
干
円
、
町
議

会
議
員
選
挙
て
、
六
十
五
万
九
千
円
程

噴
に
な
る
み
こ
み
て
す

　
と
く
に
今
回
は
、
　
一
叢
の
か
か
る
選

挙
を
改
め
よ
う
一
と
⊥
）
候
補
予
定
者
全

員
て
白
馬
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
の

て
、
有
権
者
の
皆
斗
、
・
ん
も
．
、
毛
れ
h
な

一
票
＝
を
卑
し
る
よ
う
自
覚
し
て
く
七

き
い
。

　
私
た
ち
有
権
者
は
、
ウ
候
補
者
の
人

格
や
政
見
、
公
約
な
と
十
分
研
究
し
、

義
理
、
人
情
に
と
ら
わ
れ
す
、
』
頼
の

で
き
る
人
に
一
票
を
甘
し
、
明
る
い
宮

崎
県
、
住
み
よ
い
東
郷
町
を
築
き
あ
デ

た
い
も
の
て
す
．

暫定予算
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新
年
臨
か
始
ま
り
、
昭
和
五
十
四
任

曉
予
算
か
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
予
算
は
、
三
月
走
例
町
議
会
’
、

番
議
さ
れ
可
決
き
れ
た
も
の
て
す
か
、

今
年
喧
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
て
あ
る

た
め
、
経
常
的
な
経
費
を
主
体
と
し
た

暫
定
予
算
と
な
r
・
て
い
ま
す

　
投
資
的
な
経
費
に
つ
い
て
は
、
統
一

地
力
選
挙
後
に
補
正
さ
れ
ま
す
の
て
、

予
算
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
曇
は
補
止

後
に
お
し
ら
せ
し
ま
す
．

　
目
的
別
に
み
た
当
初
予
算
の
金
額
は

つ
ぎ
の
と
お
り
て
す
。

昭和54年度一般会計予算

入

113，367千卜」

　16，000

　18，000

　15，000

税

歳
町

　
　
1

567，000

500

10，236

　9，716

61，529

113，516

　　2，112

　　302

20，000

　　7，122

　15，600

970，000Tllj

2　娯楽施設利用税交付金

3地　力　譲　与　税

4　自動車取得税交付金

5地方交付税
6　交通安全廿日特別交付金

7分担金及び負担金：

8使用料皮び丁数料

9国庫支出金
10唄　 支　 出　　金

11財　　産　　収　　入

12寄　　　付　　　金

13繰　　　越　　　金

14諸　　　収　　　人

15町　　　　　　旧

訓

　37，845T　lq

175，538

165，525

　51，602

128，743

　　1，605

　51，147

　15，115

174，565

　25，687

141，850

　　3，000

970，000丁F」

費
費
費
費

出
会
務
牛
生

歳
議
総
民
衛

　
　
1
　
　
2
　
　
3
　
　
4

5　農林水産業費

費
費
費
費
目
自
費

π

旧

木
筆
育
復
債
備

荒

簡
土
消
教
災
公
聴

6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

副
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林
業
研
修
館
と
野
外
実
技
訓
練
度
聞

照
明
施
設
．
の
落
戎
を
祝
つ
！
、
、
第
四
回

林
業
4
4
小
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
一
一
．
月
二
ト
爪
白
の
林
砿
　
小
で
は
、
木

村
恋
心
、
黒
田
林
研
会
長
．
の
あ
い
ふ
・
、
つ

に
一
、
㍉
、
・
つ
づ
｝
、
・
、
団
体
で
尾
常
愛
林
ヶ

ラ
ブ
　
（
越
表
）
個
人
で
は
谷
口
健
五
ロ
ン
．
、

ん
（
一
の
日
造
林
ヶ
ラ
ブ
）
山
床
勝
憲

き
ん
（
青
苗
へ
こ
が
町
長
表
彰
を
う
ら
．
ド

た
あ
と
、
木
，
下
宮
崎
県
林
傷
部
長
の

辮
哨
演
♪
磐
聴
㌧
、
－
墨
へ
一
し
お
」
．

　
午
後
六
時
か
ら
行
わ
れ
た
夜
間
照
照
．

施
設
．
の
点
灯
式
で
は
、
神
事
の
あ
と
、

木
付
町
ジ
、
木
・
下
県
林
修
首
長
に
よ

「・

ﾄ
ス
で
ツ
チ
が
人
れ
ら
れ
、
勺
や
み

の
な
か
の
グ
乃
ン
ド
が
煮
る
（
照
ら
し

出
瀞
・
、
れ
る
と
、
多
く
．
の
参
列
、
者
．
の
あ
い

だ
に
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
．

生
産
意
欲
の
高
揚

　
本
町
は
、
面
積
の
八
十
八
鄭
を
山
林

が
占
め
て
お
り
、
安
定
し
た
由
練
◇
㌔
営

’
を
品
権
紫
就
幽
」
岬
9
ハ
」
↓
卸
、
　
咽
明
和
山
八
七
1
劉
．
L
叶
、
ナ
を

目
標
に
ご
．
一
、
一
・
　
診
の
献
大
造
林

を
推
進
中
で
、
現
在
、
人
T
造
林
率
は

七
十
一
．
．
卸
を
崇
．
～
成
し
て
い
ま
す
．

　
ウ
罰
し
、
　
外
程
の
制
ド
．
事
輿
一
？
望
道
α
入
「
し

！
、
、
堂
産
某
奪
略
整
備
、
資
本
〆
鯖
の

高
膨
化
な
ど
構
造
険
嚢
、
対
策
を
積
極
的

阿一

п
A
」
，
し
！
、
い
ウ
帆
あ
ユ
が
、
　
近
雄
早
の
社
へ
」

魯
長
承
”
悼
浄
厳
一
し
ノ
、
、
　
特
げ
一
由
川
付
の
出
し
立
咤
環

境
の
凱
ち
お
（
れ
な
ど
か
ら
く
る
皆
い

林
嵯
．
”
働
力
の
還
付
ぼ
な
れ
な
ど
の
対

れ
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
．
．

　
二
う
し
た
二
と
か
ら
、
林
軌
従
亨
煮

が
恵
ま
れ
た
山
林
資
源
の
活
用
に
必
要

な
経
営
研
修
と
実
技
訓
練
を
、
ま
た
心

身
、
を
｝
、
－
た
え
る
こ
と
に
よ
「
ノ
て
生
．
産
意

欲
を
高
め
る
二
と
を
目
的
と
㌧
て
設
賢

レ
鳩
、
れ
た
ま
」
の
で
す
．
．

宿
泊
研
修
も
可
能

　
秣
　
研
修
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
与
ド
：

－
、
∴
一
階
建
！
、
〔
五
六
八
乎
与
、
「
）
で
「

事
費
が
五
干
四
百
万
円
．
　
一
階
が
管
理

室
、
研
修
室
三
一
室
）
、
調
理
喫
習
室
、

機
械
倉
竃
、
一
．
階
が
研
修
室
〔
、
一
室
）

図
酵
室
な
ど
と
な
’
．
て
お
り
、
、
．
泊
研

修
も
で
㌧
、
－
る
内
・
だ
」
な
’
、
て
い
」
、
卵
す

　
ま
た
、
夜
聞
照
明
施
設
は
、
網
干
五

百
万
円
を
か
臣
六
月
（
九
十
四
個
の
鴬

灯
）
を
し
峡
置
、
総
含
ゲ
ら
ン
ド
周
囲
に

延
長
ご
．
百
⊃
索
道
を
セ
噌
ト
す
る
こ

と
が
で
し
、
－
、
木
材
術
出
∂
夜
一
　
く

糧
が
で
｝
、
－
る
㌔
ト
う
に
な
’
、
て
い
ヶ
工
・

・
　
、
　
・

輪ボ1∵閣議
．ぜ　楓　．　ジノ

　　林業研修館全景夜問照明施設の点灯式

町回とうこう
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子
供
の
養

　
子
供
．
の
養
育
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る

こ
と
、
心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
た
と
え
ば
、

▽
性
格
や
生
活
習
慣
（
わ
が
ま
ま
、
気

が
弱
い
、
反
抗
心
が
強
い
、
偏
食
、
夜

尿
症
、
悪
い
く
せ
）

［
・
知
能
や
言
語
（
ち
え
お
く
れ
、
言
葉

の
お
く
れ
、
か
ら
ゼ
．
の
発
育
不
良
）

、
・
学
校
生
活
（
勉
強
が
遅
れ
て
困
る
、

育
相
談

学
校
に
行
き
た
が
ら
な
い
、
友
達
問
F
炬
）

∵
家
族
関
係
（
親
て
」
や
家
族
関
係
で
子

供
が
刷
、
」
ね
く
れ
て
因
・
、
9
）

「
∵
心
身
の
障
害
（
精
神
薄
弱
、
身
偉
障

害
な
ど
に
伴
う
医
療
や
補
装
具
の
　
父
仔

児
点
里
垣
佃
転
戦
弛
孔
献
へ
．
の
λ
．
慨
．
）

▽
環
境
福
祈
、
（
子
供
の
養
育
に
つ
い
！
、

の
経
済
問
題
、
養
育
に
欠
3
る
子
供
∂

問
題
、
不
良
な
地
域
坂
境
、
マ
ス
コ
ミ

な
ど
）

∵
非
行
（
家
の
金
を
持
ち
出
す
．
、
盗
へ

き
、
怠
学
、
夜
遊
州
、
）
、
家
出
、
異
性
と

の
不
純
な
交
際
）

τ
そ
の
他
（
子
供
の
し
つ
け
な
ど
）

　
以
上
．
の
こ
と
な
ど
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
の
あ
る
方
は
、
遠
慮
な
く
住

民
課
福
祈
言
に
連
絡
す
．
る
か
、
直
接
東

臼
杵
福
祉
事
務
所
内
一
，
家
庭
相
談
室
L

（
延
岡
市
愛
宕
町
二
丁
目
画
論
延
岡
舞

六
一
二
二
番
）
　
に
ご
相
談
ノ
卦
」
き
い
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

一
5
一
、
曼
～
郵
｛
’
一
＝
’
～
エ
～
｝
’
・
一
覧
。
’
事
’
．
ー
ー
y
軋
～
無
1
’
モ
＝
’
ー
ー
量
f
f
一
ぎ
直
覧
。
’
一
1
｛
～
一
瓦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

郷
土
を
美
し
く

随曽｛ρ一画鯉・

た力で花
ちしもを∠：
がて’隠
窓い覚え接
かま．土た臨
らすをり！！，

チ’ �ｵて
りそして：3
をれくい
すなしまF．
てのよす廷
よ　　　ザ　　ヤ　　　ニ　リ
’＿【一つ　　て
り’と少㌧
、　 工P　　．’，7　　髄　　　、．．

　
　
ら
い
年
は
、
私
た
ち
が
待
ち
に
待

　
’
ノ
’
㌔
い
る
宮
崎
国
体
の
あ
る
年
．
一

　
　
全
国
の
人
達
が
宮
崎
県
に
来
て
、

　
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
，
早
く
五
十
四

　
年
が
こ
な
い
か
な
あ
．
、

㍗
鰹
鍵
懸

　
い
う
こ
と
で
す
、
．

　
　
私
も
時
々
、
車
の
窓
か
ら
チ
リ
を

　
す
て
た
り
す
る
事
が
あ
り
ま
す
．
．
そ

　
．
の
時
、
、
　
「
．
あ
’
ノ
し
ま
r
、
た
．
」
と
い

　
つ
も
思
い
ま
す
．
．
い
け
な
い
と
思
い

　
な
が
ら
、
つ
い
や
（
、
て
し
ま
う
．
の
で

～
　
す
，

　
　
今
、
宮
崎
県
で
は
、
［
．
止
ぞ
い
に

　
花
ル
一
植
え
た
り
し
て
い
ま
す
．
．
少
し

　
で
も
、
郷
土
を
美
し
く
し
ょ
う
と
努

　
あ
々
，
レ
て
い
シ
エ
ヲ
．
．
叩
て
れ
な
．
の
に
、
　
私

康
郷
小
五
年

　
　
　
　
黒
　
木
　
八
　
重

　
あ
き
か
ん
を
す
て
た
り
し
て
は
、
な

　
ん
に
も
な
り
ま
せ
ん
、
．
そ
し
て
、
》
、
・

　
た
な
く
な
り
ま
す
，

　
　
宮
崎
県
．
の
人
た
ち
が
、
な
ん
．
の
片
．
紙

　
へ
写
㍗
し
回
」
、
　
声
3
’
」
ハ
」
ヂ
ー
ー
ノ
冒
か
、
　
官
口
欣
呵
困

　
偉
に
来
た
入
達
に
、
い
や
な
臼
、
瓜
を
も

　
た
鼻
．
是
ら
い
げ
な
い
と
思
い
ま
す
，

　
　
ど
ん
な
小
さ
な
ゴ
ミ
で
も
、
拾
r
・

　
て
く
ず
か
ご
に
入
れ
た
り
す
る
と
気

　
持
ち
が
し
玉
く
な
、
－
ま
」
羽
．

　
　
花
に
来
を
か
噂
ン
、
あ
げ
7
　
二
ん

　
な
小
ル
、
、
な
事
で
も
花
が
さ
れ
い
に
咲

　
叶
ば
、
見
た
人
は
気
持
ち
が
よ
く
な

　
’
↓
．
土
立
鉱
．

　
　
、
　
　
「

　
　
私
も
今
か
ら
町
を
』
、
－
れ
い
に
す
る

　
よ
う
に
努
力
す
る
の
で
、
宮
崎
県
の

　
人
達
も
、
町
を
』
．
・
れ
い
に
す
る
よ
う

　
に
、
が
ん
ば
’
、
て
も
ら
い
た
い
で
す
．
．

　
　
お
た
が
い
に
、
み
ん
な
で
、
注
意

　
し
あ
い
な
が
ら
や
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
噺

　
東
郷
小
学
校
の
、
私
た
ち
、
五
年

竹
組
は
、
朝
、
自
分
お
1
1
ち
の
学
校
を

美
し
く
し
ょ
う
と
、
草
を
む
し
r
ノ
た

励
窮
潜
鷲
郵
鎚
　

・
に
・
て
い
手
だ
か
意
・
、
　

錫
鑑
濾
猛
爆
場
　

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@一

弓
．
な
い
と
思
い
ま
す
．
．

　
伸
州
、
）
る
・
い

　
　
　
伸
卵
、
）
る
力

　
　
　
　
仲
び
る
郷
土

　
旧
一
己
が
、
　
い
つ
，
し
レ
ト
ド
ト
（
与
つ
’
、
、

宮
崎
国
依
に
つ
い
て
努
力
し
、
各
都

道
府
県
か
ら
来
た
、
お
客
き
ん
達
に

宮
崎
心
癖
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
と
、

〔．．

福
墲
黷
驍
謔
､
に
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
宮
崎
国
体
を
成
功
心
、
、
せ
た
い
，

（
注
）
宮
崎
国
体
県
民
運
動
・
児
童

生
徒
作
文
入
賞
作
．
．
5
3
年
8
月
応
募

，
風
「
印
．
．
．
戸
『
．
匡
劇
－
一
‘
－
を
一
せ
尽
一
！
’
一
．
’
直
｝
．
虚
監
瓢
’
一
’
．
～
ー
ー
ー
「
一
・
一

益
あ
2

　
　
　
！

あ
丸
ぽ

ま
だ
ま
蔦

箔
い

当
り

＼

Z

望
’

ノ

ク

0

亭
へ
病

へ

［

撫

卿

h
ー
ー

自
分
の
健
康
は

とかし

自
分
で
守

　
町
で
は
、
　
「
、
健
康
づ
く
り
椿
進
臨
．
」

ム
ム
一
冷
丸
賦
“
阻
「
し
’
㌔
、
　
自
分
の
健
庫
永
ウ
び
旨
　

分
で
守
る
と
い
う
運
動
を
推
進
す
る
二

と
に
な
り
ま
し
た
、

　
近
年
、
わ
が
国
で
は
、
人
口
の
老
バ

化
、
…
イ
養
の
不
適
切
な
摂
取
ぐ
運
動
不

足
な
ど
に
伴
い
、
肥
満
、
貧
血
、
各
種

成
人
病
な
ど
の
冶
】
加
が
大
｝
、
－
な
問
』
と

な
’
ノ
て
㍉
、
・
て
い
ま
す
．
．

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
門
．
U
に
で
処
す

る
た
め
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

》
｝
い
，
つ
幻
－
識
ゆ
　
基
㎞
調
》
一
〒
し
1
」
、
　
乞
5
1
尺
が

毎
日
の
生
活
に
お
い
て
栄
養
、
L
動
、

休
二
号
な
ジ
｝
バ
ー
フ
ン
ス
冷
｝
》
｝
る
｝
一
－
こ
ル
　
！
」

る

と
二
し
〆
、
、
地
域
住
民
に
密
着
し
た
総

合
的
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

県
、
市
町
村
が
一
望
と
な
り
積
極
的
に

r
　
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
隔
れ

に
対
応
し
’
、
本
町
で
・
・
三
一
一
月
に
一
，
健
康

づ
く
り
万
進
協
諜
会
、
健
康
つ
く
》
推

進
企
画
委
員
会
」
を
設
置
し
て
本
格
的

な
4
4
」
．
、
べ
実
施
．
の
偉
制
を
整
え
ケ
へ
し
た
．

　
二
刀
推
進
に
あ
た
r
、
て
は
、
関
係
行

政
機
関
を
は
じ
め
、
各
種
民
間
団
体
、

そ
∂
他
地
域
ぐ
る
み
で
こ
の
連
動
を
展

開
し
ま
す
が
、
町
民
の
皆
ふ
．
・
ノ
の
ご
協

力
を
か
願
い
し
ま
す
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）



（6）

町報とうこう

麺安全に乗るための

　　㊥●o㊦

”
方
向
指
示
”
は
腕
で
合
図
を
　
　
て
の
ひ
ら
を
下
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
に
水
平
に
出
し
ま
す
．
．

　
反
苅
側
へ
の
近
め
横
断
や
∪
ク
ー
ー
ン
な
ど
、
直
進

中
に
い
き
な
り
進
路
を
変
え
る
の
は
、
事
放
に
結
び

つ
き
や
す
く
、
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

　
道
路
は
、
み
ん
な
が
利
用
す
る
も
の
で
す
。
奎
も

自
転
車
も
歩
行
者
も
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
こ
そ
、

み
ん
な
の
安
全
が
保
た
れ
る
の
で
す
。

　
自
動
車
が
左
折
、
右
折
、
停
止
を
シ
グ
ナ
ル
ニ
フ

ン
ブ
で
他
の
車
や
歩
行
者
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
、
自

転
車
利
用
者
も
“
次
の
行
動
”
に
つ
い
て
、
早
く
正

確
こ
“
碗
の
合
図
”
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　
て
の
ひ
ら
を
下
に
し
て
、
右
腕
を

横
に
水
平
に
出
し
ま
す
．
、
発
進
は
見

通
し
の
き
く
道
路
の
左
端
で
、
前
方

と
後
方
の
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
に

し
ま
し
．
虚
う
。

右
腕
を

◎
薪L∫一『

漏　　1
　　　　　　　　「
＿右折の合図＿＿」

／｝　　一『ヨ、

I
L

「轟
L一一一一一発進の合図＿一

　
右
腕
を
ひ
じ
の
と
こ
ろ
で
曲
げ
て
、

肩
の
線
と
直
角
に
な
る
よ
う
に
立
て

ま
す
。
あ
る
い
は
、
左
腕
を
横
に
水

平
に
出
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
右
腕
を
斜
め
下
に
出
し
ま
す
。
停

止
す
る
と
き
は
、
急
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
た
り
せ
ず
、
と
く
に
後
方
の
車

な
ど
に
注
意
し
て
、
道
路
の
左
端
に

停
止
し
、
左
側
に
降
り
ま
し
ょ
う
。

紛
辱

　
図

　若

弟
－－」

　
た
だ
、
左
手
を
使
っ
た
場
合
、
右

手
に
よ
る
前
輪
の
プ
レ
ー
葬
、
し
か
使

え
ず
．
倒
れ
や
す
い
の
が
欠
点
で
す
。

ブ
レ
ー
キ
は
、
左
手
側
に
つ
い
て
い

る
後
輪
の
プ
レ
！
タ
、
を
中
心
に
し
た

方
が
安
全
で
す
。

舜－

義氏
ジ
牧
水
先
生
の
生
涯
へ
九
）

園ゾ曳
牧
水
先
生
の
情
理
ゼ
尽
し
て
の
懇

ザ
請
も
義
兄
か
ら
断
り
の
f
紙
が
来
ま

書
な
先
生
の
三
二
は
言
語
に
絶
し

．
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

一
一
一
議
承
甲
し
ハ
」
＝
　
｝
＝
の
ワ
」
》
y
ゼ
延
団
岡
中
潜
～
の

～
庇
黒
木
藤
太
先
生
が
知
り
、
葦
生
が
河

や
野
佐
太
郎
氏
に
懇
願
し
て
よ
う
や
ー

ナ
学
資
が
出
る
二
と
に
な
り
壁
稲
田
大

》
学
入
学
が
決
定
し
ま
し
た
。
黒
木
先

チ
生
は
河
野
氏
と
は
遠
縁
に
当
る
の
で

～
す
・

ソ
　
．
．
．
弓
二
九
日
目
卒
業
式
が
あ
h
・
ま

で
・
，
先
生
・
七
裏
手
で
・
ヒ
業

弼
し
ま
し
た
。
百
名
入
学
し
て
半
数
以

．凸

q
は
落
第
や
退
学
し
て
肇
業
生
は
四

へ
八
名
で
し
た
、
、
当
日
．
∂
日
記
に
．
、
ム
了

　
日
あ
あ
今
日
五
年
問
親
し
み
睦
み
し

、　

墲
ｪ
延
岡
中
学
に
わ
か
る
る
日
な
り
．

γ
け
緩
。
竿
前
九
時
よ
り
第
一
回
卒
業

ハ
式
挙
行
嘆
な
り
≧
種
・
と
忙
し

為
し
八
年
間
の
故
郷
こ
の
延
岡
、
芸

君
る
事
な
れ
ば
、
夕
方
今
山
蓬
来
館
に

醍
於
て
校
長
職
員
卒
業
生
の
送
別
会
開

寓
・
＼
八
時
別
れ
て
わ
れ
わ
れ
卒
業
生

」
の
み
又
中
町
の
壼
口
寿
亭
に
あ
が
っ
て

ノ
牛
飲
猫
食
（
食
は
少
け
れ
ば
な
り
）

元
皆
酔
諸
は
な
し
・
快
又
快
一

　

ゴ
　
＝
．
月
＝
二
日
に
都
農
の
義
兄
ぞ
を

亡
訪
ず
れ
、
四
月
一
日
坪
谷
に
帰
り
四

～
月
四
日
い
よ
い
よ
東
京
へ
出
し
）
τ
ま

　
し
た
，
当
日
の
日
記

　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

一、

l
月
四
日
　
雨
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
　
　
　
　
家
を
出
づ
　
　
岱

　
暁
．
ふ
か
く
、

蟻
勲
簗
嫁
諺
蔦

家
に
帰
．
Q
は
い
つ
の
春
ぞ
、
見
送
2

・n

ﾁ
》
．
門
に
っ
プ
え
．
Q
近
隣
の
人
々
、
勝

山
．
・
て
は
父
君
姉
君
、
泣
か
じ
と
て
と
㍉

め
て
か
の
石
原
鼻
を
め
ぐ
れ
ば
と
ど
興

め
が
た
き
そ
れ
・
思
は
ず
は
ら
は
鳥

蕪
縮
競
グ
騰

ウ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党

　
母
細
島
ま
で
吾
を
見
送
ら
む
と
て
鼻

来
ら
る
る
を
待
ち
イ
、
専
挙
」
細
島
に
V

向
う
．
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
四
月
六
日
の
汽
船
で
細
島
を
立
ち
N

卜
日
の
朝
東
京
新
僑
駅
に
着
き
ま
と

た
そ
の
日
の
日
毒
∵
．
・
ハ
時
新
僑
～

着
、
・
「
々
巡
震
に
登
る
な
↓

の
失
敗
あ
り
て
小
野
葉
桜
君
に
迎
え
’
，

ら
れ
て
転
宿
麹
町
区
三
番
町
に
行
く
瑛

∴
と
あ
り
ま
す
、
．
　
　
　
　
　
　
　
乎

　
小
野
葉
桜
は
隣
村
田
代
出
身
で
牧
外

火
先
生
と
は
歌
の
旋
で
以
前
か
ら
親
チ

し
い
友
で
し
た
・
　
　
　
蘭

　
「
か
．
つ
か
ら
と
帆
を
巻
く
音
の
塑

け
よ
美
々
津
港
の
秋
深
き
か
と
柴

縫
蕨
鷲
舗
弩
熱

は
葉
桜
の
作
と
い
わ
れ
ま
す
．
．
．
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
ζ
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
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橋の舟

購
轟ぎ襲
　扁・執、　・刃
．。．」　燃－・

甑』豊’．．△偏、・

F
饗
笹
、
・

嚢
勢

．
鴫
、
蔦

レ

璽

　珍しい鱗｝橋一．メ写真が弓偏ノの

寺原和崔きん宅で見つか1）ました

　写ゴ｛：よ、現看三））東銀β預｝とほ：ぞ「司

位置の川面に舟を浮かべ、そのヒ

にかけられた僑の一ヒを大勢の人た

ちが渡っており、国旗などが飾ら

れているところがら渡り初めの光

景と思われるものです．

　この舟喬は、明治41年に完成し

翌年には大水で流失したため、忘

れられた存在でしたが、この写真

をみて遠い昔をなつかしむ声も…

　　　踊れます？

　町青年団協議会が、社交ダンス

の講習会を行いました、

　3月22日の夜、中央公民館で開

かれたこの講習会では、日向市伊

達バレースタジオの伊達祐子先生

はじめ門下生3名が指導にあたり

ましたが、意外なことに踊れる若

者：ま数名いるだけ、

　それでも、女性をリードしな1干

ればならない立場からか覚えよう

と一生懸命の男性諸君、文字どお

り手に汗にぎつての楽しいひとと

きをすごしました、

＜

撫
驚
鵬
．

q．、鳳

　
主
目
枕
吻
先
」
オ
い
h
り
・

新
年
度
執
行
部
紹
介

V
会
　
　
長

▽
副
会
長

▽
　
　
〃

▽
事
務
局
長

∵
会
　
　
計

「
、
・
体
育
部
長

吉
田
憲
一
．
一
（
田
野
）

黒
木
善
平
（
追
野
内
）

黒
木
孝
子
（
寺
迫
）

寺
原
政
志
（
羽
毛
）

楠
鍵
加
（
越
表
）

海
野
傑
（
寺
迫
）

難
一
，

新
入
学
児
に
気
を
つ
け
て

　
四
月
は
新
入
学
児
が
一
変
し
た
環
境

の
遠
い
道
路
を
通
う
こ
と
に
な
り
ま
す

　
巾
の
広
い
大
型
車
、
速
度
の
速
い
並
幅

通
車
、
単
車
等
と
同
じ
道
路
を
通
る
わ

け
で
す
が
、
横
断
に
要
す
る
時
圏
と
車

の
速
咳
な
ど
の
関
係
を
判
断
で
｝
、
・
る
子

供
は
い
ま
せ
ん
、
自
宅
に
い
た
時
の
気

分
．
の
延
長
で
行
動
す
る
と
思
い
ま
す
．
．

　
父
兄
の
か
た
は
子
供
た
ち
が
登
下
校

に
な
れ
る
ま
で
ど
こ
が
危
険
か
を
具
依

的
に
教
え
、
町
民
．
の
み
な
ン
、
㌔
ん
も
小
・
イ
・
・

な
子
供
や
お
年
寄
り
の
方
が
道
路
に
い

た
ら
赤
信
号
と
思
ハ
・
て
安
全
連
転
を
励

行
し
て
く
ゼ
ふ
．
、
い
．

暴
力
犯
罪
の
追
放

　
春
は
行
楽
．
の
季
節
で
す
．
こ
ん
な
う

か
れ
気
分
に
暴
力
団
が
つ
け
こ
み
ま
す

　
警
察
は
厳
電
な
取
締
り
を
し
1
」
い
ま

す
が
、
最
近
の
暴
力
団
は
暴
力
を
ふ
る

う
二
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
　
マ
リ
で

は
交
通
事
故
の
示
談
、
債
権
の
取
立
て

二
〃
副
部
長

［
・
文
化
部
長

［、

u
〃
副
部
長

㌧
産
業
部
長

㌃
広
報
〃

r
家
政
〃

山
床
有
子
（
越
表
）

溝
口
良
市
（
寺
追
）

山
太
－
和
代
（
羽
坂
）

長
友
弘
幸
（
国
表
）

海
野
洋
文
（
坪
谷
）

古
阻
隣
月
並
た
知
日
節
八
　
　
（
福
瀬
）

・
錦
嚢
協
役
員

副
ム
ム
　
が
以
　
　
山
庄
堺
右
耳
十
　
（
越
表
）

文
化
部
長
　
本
多
悌
二
（
小
野
旧
）

か
・
つ
不
動
産
取
引
、
け
ん
銃
。
麻
．
薬
等

の
密
売
な
ど
手
を
か
え
品
を
か
え
善
良

な
人
た
ち
．
の
身
辺
に
黒
い
手
を
伸
ば
し

て
食
い
も
．
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

　
暴
力
犯
罪
を
は
州
、
∪
こ
ら
せ
な
い
た
め

に
ど
ん
な
小
艶
、
㌔
な
こ
と
で
も
勇
気
を
も

r・

ﾄ
必
ず
届
け
出
て
み
ん
な
’
、
」
暴
力
を

追
放
し
ま
し
・
～
つ
．
．

交
通
事
故
防
止
の
ピ
ケ
ツ

　
連
転
者
は

　
r
．
出
発
前
の
佳
業
点
検
　
．
・
歩
行
者

自
転
車
乗
り
と
の
安
全
間
隔
　
∵
横
断

歩
道
で
人
を
見
た
・
．
エ
時
停
止
　
▽
車

聞
距
離
を
＋
分
に
㌧
無
理
な
追
越
し

は
絶
対
し
な
い
「
、
飲
酒
運
転
は
絶
対

し
な
い

　
自
転
車
は

　
　
．
ブ
ン
ー
キ
．
の
、
’
、
－
く
白
目
転
車
　
丁
曲

る
方
向
に
確
実
な
手
信
帰
を
　
τ
二
人

乗
り
は
し
な
い
　
．
㍉
酒
を
飲
ん
で
乗
・
．
つ

な
い
　
．
㌧
交
差
点
は
一
日
淳
面
す
る

　
歩
．
行
者

　
▽
道
路
の
横
断
は
横
断
歩
道
を

子
連
れ
の
時
は
外
側
に
し
て
手
を
に
」

る
　
［
・
歩
道
を
通
る
（
山
陰
駐
在
所
）
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　　　　　　巳
量小お’お

し
ら
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18

冾
ﾉ
猟
銃
等
の
検
査

　
日
向
警
察
署
で
は
、
つ
y
．
一
の
と
お
り
．

銃
の
一
せ
い
検
査
を
実
宛
し
ま
♪
斗
・
，

　
ム
コ
回
ゆ
い
銃
〉
｝
許
可
証
の
検
査
F
一
け
．
4
、

な
く
保
管
庫
の
位
置
状
況
を
示
す
平
面

図
や
写
真
の
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
も

あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
全
員
洩
れ

な
く
検
査
を
う
け
て
く
ゼ
き
い
。

∵
日
時
　
4
月
1
8
日
　
午
前
9
時

7
場
所
　
町
中
央
公
民
館

住
宅
金
融
公
庫
の
受
付

　
公
庫
の
個
人
住
宅
建
設
資
金
五
十
四

年
度
第
一
回
受
付
け
は
、
四
目
下
旬
頃

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
、
、

　
受
付
日
順
に
無
抽
せ
ん
で
選
定
き
れ

ま
す
の
で
、
長
期
低
利
の
公
庫
資
金
を

ご
利
用
く
ゼ
き
い
．
、

［「

E
貸
付
利
率
年
五
・
〇
五
％

…、

E
融
資
額
　
木
造
－
三
百
六
十
万
円

　
　
　
　
　
以
内
（
本
町
内
建
設
）

7
返
済
期
間
　
二
十
五
年
以
内

「
！
問
合
せ
先
　
役
場
建
設
課
　
住
宅
金
．

融
公
庫
熊
本
支
所
（
電

∵
語
一
）
九
山
ハ
一
∴
　
　
当
I
E
二

一
二
一
番
）
公
庫
業
務

取
扱
い
金
融
磯
関

海
外
移
住
相
談
日

　
県
と
国
際
協
力
事
業
団
熊
本
支
部
で

4．

氏A

ﾚ
．
住
に
関
心
を
持
一
・
た
方
々
か
ら

相
談
を
受
け
る
た
め
、
次
の
と
お
り
相

談
日
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

…
・
場
所
　
宮
崎
県
総
務
部
総
務
課

〔
、
・
日
時
　
原
則
と
し
て
毎
月
第
三
火
曜

　
日
の
午
後
と
水
曜
日
の
午
前
中

7
受
入
国
ブ
ラ
ジ
ル
、
八
ラ
グ
ア

　
イ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ボ
リ
ビ
ア
、

　
ド
ミ
ニ
カ
等
の
中
南
米
諸
国
、
ア
メ

　
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

空
巣
の

シ
ー
ズ
ン

お
出
が
ナ
　
」
二

隣
・
近
話
．
へ

ち
，
・
つ
　
・
・
ひ
レ
一
、
と

湿

　
（
職
種
に
よ
る
）

フ
問
合
せ
先
　
県
総
務
課
外
務
係
（
這

　
話
（
）
九
八
五
…
一
2
4
．
二
一
一
一
番
）

鯉
の
ぼ
り
は

　
電
線
か
ら
離
れ
た
所
に

’’

　
九
州
電
力
、
電
気
安
全
九
州
委
員
会

で
は
安
全
な
鯉
の
ぼ
り
の
た
て
か
た
に

つ
い
て
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
呼
び
か
け
で

い
ま
す
。

▽
電
線
か
ら
充
分
離
れ
た
安
全
な
と
二

　
う
に
た
て
る

［
！
ボ
ー
ル
を
た
て
る
時
、
た
お
す
時
は

　
竃
線
に
注
意
す
る

フ
も
し
、
電
線
や
電
柱
に
か
か
っ
た
場

　
ム
ロ
は
、
危
険
な
の
で
自
分
で
取
ら
ず
．

　
に
、
す
ぐ
最
寄
り
の
九
州
電
力
営
業

　
所
に
連
絡
す
る
．
．

＼
い
ζ’

．

③

臥

　
　
　
　
　
　
、
賦

ぷ
ミ
夢

　
　
　
げ

’
鍵

億
6｝

t≡カ’亙

町
議
の
追
加
領
布

　
町
制
施
行
十
周
年
記
念
町
誌
の
予
約

山
甲
一
込
・
跡
者
障
一
つ
h
ン
㌦
唖
び
、
　
牛
兀
ロ
］
久
π
如
租
ム
ロ

長
を
通
じ
配
布
し
ま
し
た
が
、
追
加
購

入
希
望
の
か
た
は
、
現
金
二
冊
千
円
）

と
咽
、
）
｝
、
・
か
え
に
領
温
し
ま
す
の
で
、
役

場
総
洛
課
に
申
し
二
ん
で
く
ど
き
い
，

今
月
の
税
金

軽
自
動
喧
税
　
　
全
　
期

納
期
　
4
月
3
0
日

　
　
善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
．
．

　
［
／
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